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総社市の皆様 

 

現在、世界中が COVID-19 に脅かされています。私が住んでいるマニラ

も、街全体が封鎖されており、普段は人や車でごった返している街がひ

っそりとしています。 

 

一方で、WHO 西太平洋地域事務局は管轄の１５の国事務所を繋ぎ職員

と世界中の専門家の応援も得て、この２ヶ月半の間、不眠不休でこのウ

イルスの対応にあたっています。非常に手強い相手です。 

 

そんななか、総社市が、感染症対策で専門家会議を開催し市民の皆様に

分かりやすく正しい情報発信をおこなうとのこと、いつもながら市長の

慧眼に感服するとともに、大変勇気づけられます。 

 

昨年 10 月 18 日には市民の皆様を交えて開催された「G20 保健大臣会合

を前に世界の福祉を語る －総社から世界へ発信－」と題するディスカッ

ションに AMDA の菅波茂代表と一緒に参加させていただいた際、市長の

リーダーシップのもと、総社市の取り組みの中で市民のお一人お一人が

参画し地域全体で課題に取り組まれていることが印象に残っています。 

 

この COVID-19 は、新しい感染症です。まだ、分からないことが多くあ

ります。そして残念ながら効果的な治療法やワクチンはまだ開発されて



いません。各国で、封じ込めの努力がなされていますが、このウイルス

が短期間に世界中で封じ込められる可能性は低いと考えます。 

 

専門家の皆様のお力が必要なのは言うまでもないですが同時に大切なの

は、市民の皆様お一人お一人が地域をそして高齢者などの弱者を守ると

いう気持ちを持ち、正しい知識をお互いに共有し、具体的に行動に移す

ことです。総社市がこれまで培ってきた文化は、その意味では大きな力

です。 

 

世界中に拡大し人々が不安な気持ちになるのは、よく分ります。世界各

国が、試行錯誤で対策を進めています。日本は、各地に感染が拡大して

いるのに大規模な市中感染にならないように良く抑えこんでいると世界

から注目を集めています。 

 

しかし、一方で、残念なのは、本来ならば共通の敵に対し一緒に立ち上

がらなければならない時に、分断や人種差別を招いたりということが起

きていることです。世界中で圧倒的に不足しているマスクなどの囲い込

みなどがその例です。地域の力が試されています。 

 

日本は、大規模の市中感染を防ぎ、この病気を収束させていくことがで

きると信じております。 

 

 

このことにいち早く気づかれ、市民の皆様と一緒にこの COVID-19 に立

ち向かう専門家会議の開催は、まさに時宜を得たものであると思います。 

 

当方も総社市に参り、議論に参加したいところでありますが、日本以上

にリソースがなく脆弱な国々をサポートするのが私の責務であり、フィ

リピンのマニラで 24 時間闘っているところであり、総社市にお邪魔する

ことができません。 

 

本日の議論が実り多いものになりますことを、また、総社市の取り組み

がモデルとなり、世界に広まっていくことを祈念して、私の応援メッセ

ージとさせていただきます。 


